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45以上の保護室を調査した三宅薫さんが、さま
ざまな保護室の構造や、そこでどのような看護が
おこなわれていたかを話していただきます。
他院の工夫を知って、学べる部分があれば吸収し、
改善していきましょう。

2013年6月2日（日）12：00～13：00
日精看全国大会＠仙台（仙台国際センター第 5会場）で、

ランチョンセミナーをやります。
申込不要、無料です。お待ちしています！！（編集室石川＆米沢）

1343－2761/13/¥250/論文/JCOPY
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1922年に開設された90年の歴史を持つ民

間病院。

一般科5病棟（248床）、精神科17病棟（948床）の計22病棟、

1196床という大きな規
模が特徴。24時間救急、

リハビリテーション
病棟、2つの精神科救急

病棟などの

専門機能病棟を持
つ。

［場所： 大阪府堺市／

 正式名称： 公益財団法人 浅
香山病院／

調査日： 2011年10月29日］

[病棟および保護室の概要 ]

精神科救急病棟は2病棟あり、それぞれ
に6床ずつ、計

12床の保護室が設け
られている。今回紹

介するのは

1999年に開棟した52床で運用している精
神科救急病

棟。看護基準は10：1。PPC（Progressive Patient Care）

方式を取っており、患
者さんの症状や状態

に合わせてケ

アを提供し、回復過程
に沿った病室移動が

行われる。

勤務体制は2交代。夜勤は看護師
3名で、そのうち2名

が保護室エリアを担
当する。どの時間帯も

保護室エリア

の担当には必ず男性
1名を配置している。

早出（8時か

ら16時30分）と遅出（10時から18時30分）は2名で、

この時間は保護室エ
リアと一般床エリアを

1名ずつで担

当する。
病棟はほぼ正方形で

、中央にナースステー
ション、吹き

抜けなどを配し、周囲
を病室が取り巻く構

造である。超

急性期を担当するエ
リアと一般床エリアの

2ユニットで

構成され、施錠された
ドアで区切られている

。それぞれ

にサテライトステーシ
ョンが配置されている

。超急性期

エリアには保護室のほ
か、隔離可能な個室（

準保護室7

床）、隔離可能な個室（
4床）および観察室（2床）がある。

中央のナースステーシ
ョンと保護室の距離は

近い。

すべての病棟にいす、
テーブルを配置したこ

だわりのデイ

ルームが複数箇所あ
る。

    ドアと鍵

外ドアは鍵とレバーの
ダブルロック。内ドアは

レバーのみ。

［天井高250cm、奥行き300cm、幅308cm］

｜大阪府｜

    排泄

トイレスペースはブー
スタイプ。便器は洋

式で強化プラスティッ
ク製。便座は固定

されている。洋式なの
で使い勝手はよい

が、ふたがないので
洗浄後も臭気が残

る。便器を外したり、
ものを詰めて水浸し

にされたことがある。
スイングドアが付い

ていたが、壊されたの
でいまは付けてい

ない。センサー式の手
洗いと便器洗浄ボ

タン、ペーパーホルダ
ーが設置されてい

る。ペーパーホルダー
は室外からロール

ペーパーをセットでき
るようになっていた

が、壊されたので現在
室外からの穴はふ

さいでいる。手を拭く
ためにハンドタオル

を室内に入れ、毎日
交換している。訪室

時に看護師の視界に
入らなければ、トイ

レスペースにいる（排
泄中）と考えられる

ため、「また後で来ま
す」と説明して退室

し、排泄時のプライバ
シーを守るようにし

ている。声を掛けて患
者さんから返答が

ない場合は、同性の看
護師が確認する。

トイレの水があふれる
ことを防ぐためにト

イレの床が低くなるよ
うに段差をつけた

保護室の内部。床に
クッション性

のある素材を使用して
いる。

浅香山病院 精神科救急病棟

通路から見た外ドア。
窓から中が見

えないようになってい
る。

前室から見た外ドア。
前室から見た内ドア。

レバーのみで施錠。

前室にある洗面台。
保護室内から見た内ド

ア。
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    観察のしやすさ／プライバシー

ナースコール  なし。

スピーカー、モニターカメラ  全床にあるが、現

在は使用していない。

プライバシーへの配慮  モニターカメラによ
る

観察を行っていない。
訪室時はノックして、

患

者さんの許可を得て入
る。観察廊下は換気

時

と夜間の巡回時のみ
使用する。観察廊下の

使

用について、患者さん
に説明する。

    防音

観察廊下は１床ずつ
ドアで区切られてお

り、

閉めれば静か。また
壁を木で覆っているの

で

防音効果がある。窓は
アクリルガラスで、叩

い

てもあまり反響しな
い。ドア内部は充填

され

ていない。

    窓、光、空気

採光  窓は東向き。午前中
は日が入るが、午

後は、別の病棟によ
り日が遮られてしまう

た

め照明が必要。照明
は蛍光灯と常夜灯。常

夜

灯は段階的な調節が
可能。屋外に面した

観

察廊下の窓にはブラ
インドかカーテンが設

置

されている（ブライン
ドは下ろす時に音がす

る

ので、5年後に開棟した精神
科救急病棟の保

護室の窓にはカーテン
レールを付けた）。

が、つまずいて転倒の
リスクがあるため、5年

後に開棟したもう1つの精神科救急病棟
の保

護室では床に勾配をつ
け、排水溝を設けた。

    寝具

保護室ではベッドを
使用する。持ち上げ

たり

移動したりできないよ
う100㎏の重りを付け

ている。しかしそれで
もドアにベッドを立て

掛

けた患者さんがいた。
ベッド柵に当たっても

け

がをしないようにベッ
ド柵にスポンジが入

っ

たカバーを掛けている
。2床にはギャッジベッ

ドを入れ、拘束が必
要な患者さんに使用

して

いる。寝具はマットレ
ス、掛け布団、枕。リ

ネ

ン類も使用する。

    食事と水分補給

食事  原則的に三食とも保
護室専用デイルー

ムで取ってもらうが、
室内で食事をする時

は

オーバーテーブルを
使用する。テーブルは

サ

テライトステーション
で管理している。食器

は

一般床と同様のもの
を使用している。リス

ク

がある時は看護師が
付き添うので食器は替

え

ない。食事の際の手洗
いは前室の洗面台で

行

う。拘束をしている時
はおしぼりを使用する

。

水分補給  特に時間は定めず、
30分ごとの訪

室の際に様子を見て
水分を渡す。給茶器が

あ

るので、コップに冷水
あるいはお茶を入れ

て

渡している。しかし前
室を使用できない、あ

る

いはデイルームに出
ることができない患

者さ

んは少ないので、上記
の方法はまれ。

ペーパーホル
ダーを設置。
汚物入れもあ
る。

保護室内から窓を見る
。窓の上と下に開

口部がある。上の開口
部から患者さんが

抜け出たことがあった
ため、狭くした。丸

で囲んだ部分は時計（左
）とカレンダー（右）。

便器洗浄ボタ
ンと手洗い。

観察廊下は１床ずつド
アで区切ることができ

る。

後に開棟した
精神科救急病
棟の保護室の
トイレの床に
は、勾配をつ
け、排水溝を設
けた。

2床で使用しているギ
ャッジベッド。矢印

で示したのが、ベッド
柵用のスポンジカ

バー。

屋外に面した窓。全開
できる。

    清潔

洗面、歯磨き  前室に洗面台があ
る。陰性症

状などで自ら洗面や
歯磨きをしない患者

さん

には、起床時、食後
3回、就寝時の計5回促

している。そのほかの
患者さんは本人の習

慣

や希望に合わせる。希
望する場合は状態を

見

て、起床時から就寝時
まで洗面用具を室内

に

入れることもある。準
保護室、個室、観察

室

にも、洗面台は1人に1台設置されている。

入浴  一般床と同様、夏季
は週3回、冬季は

週2回だが、希望すれば
毎日入浴可。入浴は

日勤帯のみ。保護室
エリアの浴室（1人用）を

使用する。
更衣　入浴時、起床時

、汚染時、希望時。夜

間はパジャマあるいは
病衣に更衣してもらう

。

病衣はリースで、何回
洗濯しても1日当たりの

費用は105円。

保護室専用デ
イルーム。食
事、くつろぎ、
コミュニケー
ションの場と
して活用して
いる。

    その他

患者さんから見えるもの  観察廊下に設置され

た時計と、窓に張った
カレンダー。

保護室エリアの活用法  保護室専用デイル
ー

ムにはテーブル、いす
、ソファ、流し台、洗面

台、

テレビがある。ここで
は週2回作業療法を行っ

ている。お茶を飲みな
がらスタッフと自然と

か

かわれるので、それが
心理教育、レクリエー

ションなどの役割を
果たしている。患者さ

ん

同士の情報交換にも
活用できている。

保護室へのアクセス  外来から、ほかの患
者

さんの使用頻度が低
いエリアを通って、エ

レ

ベーターでダイレクト
にナースステーション

に

アクセスできるルート
がある。興奮が著しか

っ

たり拒否的な患者さん
の誘導の際に用いる

。

身体拘束と免許制  身体拘束をする看護
師を

院内で検定試験を受
けた者のみ（免許制）

に

したことが、行動制限
最小化につながった。

トイレはブース
タイプ。

換気  換気扇が設置されて
おり、24時間稼働

させている。換気扇の
音が気になると訴え

る

患者さんはいるが、中
央制御なので切れな

い。

換気扇にほこりがた
まると音がするため

、掃

除や移室で対処してい
る。

観察廊下に面した窓
の上下と、内ドアの横

側

に開口部がある。屋外
に面した窓は全開で

き

る。観察廊下は職員
しか入らないことが

前

提。起床時、朝の環境
整備の時、希望時、そ

して臭気が気になる
時に窓を開けて換気

す

る。また空調よりも外
の風を入れたほうが

快

適な時期は、患者さん
の意向を聞いてから

開

けている。日中は保護
室専用デイルームで

過

ごす患者さんが多いた
め、内ドア、外ドアの

両

方を開けての換気が可
能。

温度調整  エアコン。中央制御
で個別の調節

はできない。部屋によ
り温度差がある。

緊急告知！

2940円（税込）　A4　152ページ　全ページカラー
をもとにお話しします。

『行って見て聞いた  精神科病院の保護室』

テーマ 「昭和の保護室、平成の保護室」
講師　三宅薫さん（木村病院・精神科看護師）

三宅薫さんの新刊
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